
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無実の死刑囚・元プロボクサー 袴田 巖さんを救い出そう！ みそ漬け五点の衣類は、明らかな警察の捏造です！ 

えん罪被害者として、警察・検察の“でっちあげ”を語ります 

                 日時：１月２３日(日) 午後１時３０分から～４時 

                      場所：清水テルサ(JR清水駅東口徒歩5分) ６階 研修室 

                                  有料駐車場有り 集会協力金：800 円をおねがいします。 

      ゲスト：桜井 昌司さん(布川事件えん罪被害者) 

       報 告：伊豆田 悦義 弁護士(袴田事件弁護団) 

      報 告：袴田 ひで子 さん(姉) 
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袴田巖さんを救援する 清水・静岡市民の会 

424-0006 静岡市清水区石川本町16-18  TEL054(366)2468 FAX (366)2475 



                                  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 発見直前に何者かが衣類を味噌タンクに入れたのか？ 

 味噌タンクの中から衣類を発見した従業員は、「一目で血液だとわか

った」 「味噌の中から出てきた緑色のパンツは、袴田しか、はいてい

なかった」と証言しています。これは、この衣類が、長期間味噌に漬

かったのではなく、何者かが、発見直前に入れた衣類としか考えられ

ません。 

12 月 6 日、第 5 回三者協議

で、9 月 13 日に引き続き、検察

側は弁護団の求めていた証拠の

一部を開示しました。 

鮮やかな緑色？ 
弁護団によるとこの開示され

た証拠の一部には、事件発生後 1

年 2 ヶ月を経た 1966 年 8 月

31 日、味噌醸造タンクから発見

された 5 点の衣類のカラー写真

30 枚が含まれ、緑色ブリーフの

鮮やかな緑色が、また付着してい

る血痕の色も“血液の赤み”がは

っきりしているそうです。 

私たちの度重なる味噌漬け実

験では、どんな血液も付着後、1

年 2 ヶ月も味噌に漬けると、血

液の赤みはなくなり、黒褐色に変

色し、衣類は味噌とほぼ同色にな

ります。 

1 年 2 ヶ月も味噌に漬かって

いた衣類の元の緑色が分かると

か、血液が赤く見えると言うこと

は絶対にあり得ません。 

検察側は弁護団の求めに応じ、

すべての証拠を開示すべきです。

そうすると、袴田さんの無実につ

ながる証拠も次々と出てくるは

ずです。 

検察官は全証拠の開示を！ 

布川事件でも、検察官が隠し持ってい

た証拠から桜井昌司さんたちの無罪に

つながるものが多くありました。 

検察官が持っている証拠は、私たち

国民の税金で捜査・収集した、いわば

私たち国民の財産なのです。弁護団の

求めに応じすべての証拠を開示すべき

なのです。 


